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金 賢妹 -)･竹中 修
高等霊長類特にホミノイドの各種はその緊縛構
造に差異があり､性的二型､追捕能力も様々であ
る｡そこでY染色体DNAに注目し分析を始めて
いる｡まずヒトY染!色体各部の部分構造から合成
されたプライマーを用いたPCR増幅による進化
様相の分析に続き､ZFY/ZFX､TSPY等の遺伝子
構造をPCR法により塩基配列を決定比較した｡
C)アスパラギン酸プロテアーゼの構造 ･機能 丁
進化
景山 節
ニホンザル小腸より､カテプシンEとカテプシ
ンDを和製し､その酵素的性質また生理的役割を
調べた｡カテプシンEはニューロテンシン､ニュー
ロメヂン､ゼノブシン､アンギオテンシン､AC
TH等の前駆体を非常に効率的にプロセスし活性
ペプチドを生じることが明らかになった｡カテプ
シンDにはこの働きが極めて弱く､両酵素が細胞
内で異なる役割を持つことが示唆された｡カテプ
シンEによる前駆体のプロセシングは切断部位直
前の特徴的なアミノ酸配列 ｢Pro-Ⅹ-Ⅹ'-
疎水性アミノ酸｣を認識しており､｢椴にこの配
列をもつ生体内のタンパク質はカテプシンEによっ
て攻撃を受けやすいと考えられる｡
胎児･新生児における時期特異的ペプシノゲン
について､ラットを用いて予備的な検索を行ない､
プロキモシンとペプシノケンFの存在を確認した｡
D)霊長類の止血､免疫枚柵
中村 伸
霊長類の重要な生体防御械柵である止血 (凝固
系)ならびに免疫 (IgE産生応答)に関する研究
を､Biomedicalな視点で進めている｡
血液祝園反応系の開始因子･粗相因子 (Tissue
Factor､TF)について､今年皮は､脳におけるT
F発現の部位特性､粁粒球におけるTFの発現誘導､
単球でのTFを介した細胞内情報伝達､抗TFモノ
クロ⊥ナル抗体をプローブとしたVI/VHa因子
結合部位の検索､ならびに血中TFを分子マーカー
とした凝血病態解析などについて進めた｡
花粉症などアレルーギー疾患は､特異抗原に対
す るIgE抗体の産生異常に起因するが､この抗原
特異的IgEの産生に対する寄生虫感染の抑制効果
について検討している｡その一環として､子ザル
におけるIgE産生応答の発生時期を明らかにする
と共に､それに対する寄生虫感染の影響を明らか
にした｡また､培養リンパ球を用いた invitro
でのIgE産生系を確立し､IJ･Iなどサイトカイン
の効果を検討した｡
E)原猿における霊長類特異酵素
浅岡一雄
霊長類特異的に系統間で変動する酵素の発現枚
横を解明しても.､る｡原猿 (ギャラゴ､キツネザル)
で尿酸酸化酵素､ビタミンC合成辞索などにマカ
カザルと較べて強い発現が見られ群窯の性状が調
べられた｡原損では薬物や脂肪の代謝に必要なカ
ルニチンの動態に顕著な丑があり興味深い.
ゾウが食べるアフリカのナス科植物2種の成分
分析を進めた｡2種問の採金串の相違とサルが好
まないことを成分の有苛性から説明できた｡
1)文部省国費留学生 2)研究生
3)技術補佐員 4)大学院生
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